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１【提出理由】

当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象の発生が明

らかになったため、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号

及び第19号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものである。

２【報告内容】

(1) 当該事象の発生年月日

2022年10月27日

(2) 当該事象の内容

米国時間2022年６月８日(日本時間2022年６月９日)に当社の持分法適用関連会社であるFreeport LNG

Development, L.P.(以下、Freeport LNG社)及びFLIQ1 Holdings, LLCの保有する米国テキサス州のフリーポートLNG

基地において火災事故が発生し、基地の操業が停止した。

その後、米国時間2022年８月23日に、Freeport LNG社より今後の操業再開に向けた見通しとして、2022年11月初

旬から中旬に部分的な操業再開を見込む旨が発表された。

この影響について精査を行ったところ、 操業停止期間中にフリーポートLNGプロジェクトから調達を計画してい

たLNGの代替調達等に関連する費用が生じ、当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの

状況に著しい影響を与えることが明らかになった。

(3) 当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

2023年３月期における連結決算の親会社株主に帰属する当期純利益への影響は△1,100億円程度、個別決算の当期

純利益への影響は△1,000億円程度を見込んでいる。

なお、影響額については、本報告書提出日現在において入手可能な情報及び将来の不確実な要因に係る仮定を前

提としているため、今後変動する可能性がある。
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